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黄金の国ジパング
　皆さま、こんにちは。本日もまた幕末期のエピソードを。当
時の為替相場にまつわる話をさせて頂きます。
　1853年【嘉永6年】ペリー率いる黒船艦隊が神奈川県浦賀
沖に停泊、最新式の大砲を内陸に向け、江戸幕府に開国を迫
りました。翌年、幕府は仕方なく開国に応じ、日米和親条約
が締結されたのです。米国公使タウンゼン・ハリスは、この日
米和親条約に為替を固定相場とする日米修好通商条約をも
締結させました。
　この安易な取り決めが後に大変な事態を招くことになるの
です。
　日本はもともと『黄金の国ジパング』と言われるほど金の産
出量が豊富でした。
　これまでに人類が採掘してきた金の総量は約18万トン、オ
リンピックプール3・8杯分です。このうちの約1杯分が日本で
産出されたものです。
　今の日本にはそれ程の金はありませんが、しかし幕末まで
は正しく『黄金の国ジパング』そのものだったのです。ではな
ぜ日本から金が急減していったのでしょうか。
　日米修好通商条約、この取り決めが日本から金を流出させ
てしまう起因となりました。
　当時の日本での両替・為替相場は、小判1枚に対して一分
銀4枚が等価でした。そしてイギリス領であった香港では、小
判1枚とメキシコ銀貨４枚が等価で取引されていたのです。
　ところが、日米修好通商条約で決められた為替相場では、
一分銀4枚とメキシコ銀貨１枚が等価であると決められてし
まいました。
　つまり、両国の間には小判1枚の価値に4倍の差が生まれ
たのです。
　この為替相場を利用して、米国公使タウンゼント・ハリスは、
日本と香港を頻繁に行き来、為替相場の矛盾を悪用駆使、
次 と々日本から大量の金(小判)を、香港を経由地としてアメリ
カへ送ったのです。
　では、日本から大量に流出した金(小判)はアメリカに渡りど
うなったのか。
　当時アメリカ国内では、南部11州の独立を阻止するための
南北戦争が始まっていました。産業と言えるものが殆どない
貧しい北部地方と、綿花栽培で巨万の富を得ていた南部地
方との内戦。戦況はもちろん軍資金の豊富な南軍が有利のは
ずでした。が、結果は米大統領エイブラハム・リンカーン率い
る北軍が何故か圧倒的な勝利をおさめたのです。しかも潤
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「四つのテスト」

「好きなことを極めながら生きる」
　　　　　　　三重野 文緒様（書道家）

＊今週のお祝い

在 籍 祝 い

※先週の掲載に誤りがありましたので訂正させていただきます。

髙山　泰四郎会員（40年）

沢な軍資金を背景として。
　南北戦争に於いて、劣勢と云われていたエイブラハム・リン
カーン率いる北軍に逆転勝利をもたらしたものは、軍事力を背
景とした外交圧力に屈した日本から巻き上げた金(小判)が
あったからこその勝利だったのです。
　日米修好通商条約、この不平等条約が両国間で締結され
た当時、まだロータリークラブは存在していませんでした。
　歴史に『もしも』はありませんが、敢えて、もしも当時のアメリ

カにロータリークラブが誕生していたとしたら、この様な不
平等な取引が成立していたのだろうかという想いに至るの
です。いや、寧ろ不平等がまかり通る未成熟な世の中だっ
たからこそ、ポールハリスはロータリークラブを結成したの
でしょう。
　そしていま私達は、その意思を継ぎ、ここに国際ロータ
リークラブの一員として集っているのです。

ロータリーソング 【四つのテスト】

真実かどうか　みんなに公平か

好意と友情を深めるか

みんなのためになるかどうか
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・職業奉仕ハイブリッドセミナー開催のご案内
　　2020年11月21日㈯ 14：00～16：00（受付開始13：30～）
　　コンパルホール　または　ZOOM オンライン会場
・米山奨学生訪問日程のお知らせ
　　10月19日（月）米山奨学生卓話
　　ウ・ギョイン君（中国・別府大学在籍）
　　世話クラブ　大分城西RC

例会の予定

■10月 4 日（日）

■10月 5 日（月）

■10月12日（月）

■10月19日（月）

■10月26日（月）

地区補助金プロジェクト「梨狩り」

振替休会
ゲスト卓話　菅原　直美様
　　　　　（BeautySalon　Lind代表）
米山奨学生の卓話（大分城西RC）
職場例会

ゲスト・ビジターの紹介

ゲ ス ト：仲道　善隆様

ニコボックス

★髙野　太会長（1口）
本日、入会していただきました佐方様に感謝して一口。
★木村成淑会員（1口）
誕生日を盛大に祝っていただき、感謝して1口。
★坂本　肇会員（1口）
私の事務所初の内覧会を行います。是非お越し下さい。

「ＲＣＣ全員協議会」〈卓話の時間〉 （9月14日）

入会報告

新会員の佐方 文昭さんです。宜しくお願い致します。

吉田　盛治 幹事
RCC (Rotary　Community　Corps）
ロータリー地域社会共同体

理事会報告

第3回理事会議案　9月14日㈪13：35～14：10

（髙野　吉田　髙山　橋本　河野　坂本　髙橋）7名

議題１、10月プログラムについて　承認

　10/ 5 　振替→4日㈰ 例会　地区補助金P「梨狩り」へ
　10/12　ゲスト卓話
　　　　　菅原　直美様（BeautySalon　Lind代表）エステ業
　10/19　米山記念奨学生卓話
　　　　　ウ・ギョイン君　中国（大分城西RC　米山奨学生）
　10/26　職場例会（場所未定）

議題２、11月プログラムについて　承認

　11/ 2 　佐方会員、仲道会員卓話
　11/ 9 　国際奉仕・社会奉仕・公共イメージセミナー報告　
　11/16　インターアクト・RCC全員協議会or卓話
　11/30　職業奉仕セミナー報告
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